
 

 

     
女性のためのシチュエーションドラマを利用した癒しシステム 

木嶋百音* 瀬川典久† 棟方渚† 

概要． 近年女性の社会進出によって,女性が活躍する機会が増え,社会的に自立出来るようになった.そ
れに加え,社会にストレスが蔓延するようになり,以前と比べ過多のストレスを抱える日々を送っている.
この点に着目し,本論文では女性のための癒しシステムを提案する.心拍の変動に応じて,シチュエーショ
ンドラマを再生することによって,癒しが誘発されることを期待する.また,ユーザの声にも反応させるこ
とで,女性がよりシチュエーションに入り込みやすくさせ,癒しの効果を増加させることを期待する. 
 

1 はじめに 
	 近年,男女雇用均等法により,女性が社会で活躍す
る機会が増えた.それに加え,劣悪な環境での労働に
よって,社会にストレスが蔓延し,以前と比べ女性は
過多のストレスを抱える日々を送っている. 
	 癒しを得るには,日々の生活,特に帰宅後にリラク
セーション行為を行う必要がある.しかし,リラクセ
ーションを行うためには,人自身が行動を起こす必
要があり,働いた後の帰宅後にはその余裕がない.本
研究では,一人暮らしの女性を対象とし,自宅で気軽
に癒しを得る支援を行うことを目的としている. 
	 従来の癒される方法としては,ストレッチやアロ
マセラピー[1]などといった,リラクセーションが行
われている.これらの方法は,効果を得るまでに時間
がかかるという問題がある. 
	 そこで,時間を浪費せず,作業を妨害することなく,
且つ自宅で気軽にリラクセーションを行う手法とし

て,聴覚に働きかけるということが有効であると考
えた.例えば,ヒーリングミュージックといった,特定
の周波数成分を持つ音楽を聴くことで癒しが得られ

るといったもの[2]が,一般的に流通している. 
	 また,時間を消費せずに気軽に癒しを得る方法と
して,声を用いたリラクセーションの手法があると
考えた.声を用いたコンテンツの例として,シチュエ
ーション CD がある[3].シチュエーション CD は,聞
き手に語りかるような音声が収録されており,聞き
手が仮想的に主人公になるのが特徴である. 
	 女性向けシチュエーション CD は,年間約 500 本
(図 1)発売されており,声を用いたコンテンツの市場
として確立されている.一方,男性向けのシチュエー
ション CD は,年間数本程度しか発売されていない.
以上のことを踏まえ,声による語りかけが女性にと

って何かしらの効果を生み出している可能性がある

と考えた. 
	 本研究では声による語りかけに着目し,声による
語りかけを用いた癒し支援コンテンツの開発を行う.
従来の音楽による癒しではなく,シチュエーション
CDのような声による癒しに着目し,女性のための声
を用いた癒し支援システムを提案する. 
	 起床している際に最も長時間同じ体勢をとってい

ると考えられる,自室での着座状態に着目する.着座
時に,ユーザの心拍をセンサで取得し,状態によって
声のコンテンツを呈示することで,癒しを誘発する. 
	 以下,第 2 章で本システムの概要,第 3 章で動作実
験,4章でまとめを述べる. 

 
2 声による女性の癒しを実現するシステム 
	 本システムを利用するユーザを,一人暮しの女性
と前提する.ユーザがソファー等の定位置に座った
時に,ユーザの状態をシステムで判定する.通常と異
なると判定した場合,コンテンツを再生し,ユーザの
癒しを誘発する.また,ユーザがシステムに話しかけ
た時に,システムが自動応答することで,あたかも相
手がいるような対応を行い,癒しの誘発を強化する. 
	 本システムでは,ユーザの精神状態の計測として,
心拍数を用いることにした.心拍数を用いた理由は,
自律神経の状態を調べるのに,昔から利用されてい
ることと,Microsoft Kinect v2センサ（以後Kinect）
などの非接触のセンサで容易に心拍数を得られるか

らである.また,Detecting heart rate with Kinect[4]
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図 1 2016 年に発売された女性向けシチュエーションCDの
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のサイトで心拍を得るためのコードが公開されてお

り,容易に心拍数を計測でき,データを取り出すこと
が可能になるため,本実験では Kinectを利用した. 

2.1 システム概要 

	 システム概要は図 2に示した通りである. 
(1)Kinectセンサ（心拍,音声取得） 
	 ユーザが着席する場所を常に監視する.ユーザが
定位置に座った段階で心拍が計測され,システムが
作動する.得られた心拍数は,UDP/IP を用いて,作成
したシステムにプロセス間通信を行う.また,Kinect
付属のマイクを用いてユーザの音声を取得する. 
(2)再生判定部 
	 再生判定部では主に２つの機能を持つ. 
(a)心拍情報による判定 
	 (1)で得られた心拍数を元に,ユーザにコンテンツ
を呈示するか判定する.判定方法としては,事前にユ
ーザの平均心拍数を与え,その平均心拍と(1)で得た
心拍が大きく異なるかどうかで判定する. 
(b)音声による応答部 
	 Kinect から取得した音声をリアルタイムに音声
合成し,決められたキーワードと一致した場合,それ
に応じた台詞で答える処理を行う.ユーザからの反
応を常に受け付けているように見せるために,補助
音声システムとして,YAMAHA の HEARTalk シス
テムを用いる[5]. 
	 HEARTalk システムは,人間らしい自然な対話を
可能にする自然応答技術である.そこで,システムに
登録されていない台詞に対しては,HEAR Talk側で
相槌(「うん」等)を再生し,自然なやりとりを目指す. 
(3)ボイスコンテンツ生成・管理部 
	 ユーザにボイスコンテンツを呈示する必要がある

とシステムが判定した場合,システムはユーザに対
し,ユーザに語りかけるようなボイスコンテンツを
呈示する.そして,(1)に戻り再度心拍の変動を観察し,
十分な効果が得られなかったと判定した場合は,再
度コンテンツを呈示する. 
 
3 動作実験 
	 実際に部屋に設置し,簡易実験を行った. 
	 被験者にソファーに座ってもらい,３０秒間心拍

の計測を行う.Kinect SDKの身体認識および顔認識
技術を用いることで,被験者がソファーに座ったこ
とを認識し,自動的に心拍を測定する(図 3).また,一
度認識を開始したあと,画面から大きく動かない限
り,顔の表面を捕らえることが可能であり,測定は継
続して行われる. 
	 定常状態より心拍数が大きければ,登録しておい
たコンテンツを再生する.また,被験者がシステムに
あらかじめ登録しておいた台詞(本実験では「おやす
み」)を話しかけると,システムが音声認識をおこな
い,あらかじめ登録しておいた台詞を返答した(図 4). 

 
4 まとめ 
	 本研究では,女性の癒し支援の手法として,声に着
目したシステムを構築した. 
	 今回の実装での問題点として,Kinect センサで得
られた心拍が,本システムの要求に十分なデータか
を検証する必要がある.特に,部屋の中で外乱が大き
い場合,心拍数が極端に高く出てしまい,問題がある. 
	 今後の展望としては,コンテンツ再生判定部の判
定指標として,心拍からストレス値を計測する機能
を実装し,ストレスを軽減するための支援を行う. 
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図 2 システム概要図 
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図 3 心拍測定結果 図 4 システムへの返答 


